
 

※波原便りは毎回、生徒へ配布し、辺土名高校のホームページにて過去号も含めご覧になれます。 

波 原 便 り   
本校の校訓 

本校では校訓「誠・愛・勇」を覚え、行事や全体

集会で、声に出して唱えてもらっています。 

私たちの校訓が意味するところは、一つ目「誠を

以て己を持し」には、誠実さをもって自己を持ち、

常に真実を追求してほしいということ。自分自身と

向き合い、誠実な心で、日々を過ごしてほしいとい

う意味があります。 

二つ目「愛を以て人に接し」には、他人に対する

思いやりと協力の心を忘れず、お互い支え合う気持

ちを以てほしい。温かい友達関係をつくっててほし

いということです。 

三つ目「勇を以て事にあたれ」には、困難に立ち

向かう勇気を持ち、新しい課題や目標に対し恐れず

挑戦し、果敢に取り組んでほしいという意味が込め

られています。 

生徒の皆さんには、以上の校訓の趣旨・意味を理

解し、暗唱できるように覚えていただき、校訓を高

校生活において、社会に出ても、心の支え、考え

方、人生の苦難に際し支え(私の経験より)にしてほ

しいと思います。 
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入 学 式 
４月７日（月）第８３回入学式を開催しました。保護者及びご来賓の方々を

お招きし無事終了することが出来ました。ご参加頂きました保護者・ご来賓の

方々に感謝申し上げます。 新入生代表の松村十和さんの挨拶では「家族と離れ

ての寮生活には不安もありますが、大木を削るノグチゲラのようにコツコツと

努力を積み重ね、アサギマダラのように夢へ羽ばたく人材になれるよう、一生

懸命頑張ります」との話があり、在校生代表（生徒会長）の宮城海さんの挨拶

では「小さな学校ですが学年関係なく生徒同士の距離が近く仲がいい、先生に

も気軽に質問ができる。困ったことがあったら 1 人で悩まず私達に相談して欲

しい」との話がありました。 私は式辞の中で「急速に進展する社会を生き抜く

ための『生きる力』を身につけて欲しい」と話しました。生徒の皆さんは高校

生活で学習に取り組むのは当然ですが、積極的に生徒会活動、学校行事、部活

動にも参加して、友人と切磋琢磨し、新たな可能性へ挑戦して下さい。 

入寮する生徒、自宅外から通学する生徒は、不安もたくさんあると思います

が、悩まずに、舎監や先生に気軽に相談して下さい。新入生の皆さんが 辺土名

高校に入学して良かったと思えるよう、学校としてもしっかり生徒の皆さんを

支援し、教育活動を行っていきたいと思います。生徒及び保護者の皆さんもご

協力よろしくお願いします。 

４月８日（火）には、新入生オリエンテーションが行われ、高校入学にえあ

たり、基本的な心構えを理解してもらうとともに、高校生活が円滑にスタート

できるよう支援しています。 

 
 

 
  

●学校校門前、国道 58号線の海岸側には「地球に

環境に 人にやさしい 辺土名高校」の文字があ

るバス停。海上右にはアジサシ繁殖観察保全地の

サザマ石があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学校側バス停は、令和 5 年度環境科を卒業した

生徒（上原蓬）が「辺高生にとって大切な場所、地

域の人も集まる場所になって欲しい」と、壁画を

描いてくれました。      

高校前バス停の紹介 

今年、辺土名高校は創立 80 周年を迎えます。特

別な取組を企画中！ 創立 80 周年記念式典 12 月

6 日(土)や音楽祭など学校 HP で紹介しています。 

新入生オリエンテーション 


